
（様式４）令和4年度「静岡県オリパラレガシー教育推進事業」

事業実施報告書

学校名 御殿場市立東小学校

担当者名 土屋 響

１ 選択コース A ・ B

２ 実施日 令和4年１０月２１日（金）

３ 実施対象者

（学年･人数 等）

６年生 ６４名

４ 取組内容 講師：ブラインドサッカー日本代表 田中章仁氏

・ブラインドサッカーの紹介

・アイマスクをする人とガイドをする人に分かれて、準備体操をしたり、

直線上でゴールを狙ったりする体験。

・アイマスクをする人とガイド役をローテーションしながらゴールを狙

って点数を競うゲーム形式の実践。

・チームで、ブラインドサッカーの選手のディフェンスをかわしてボー

ルを回す実践。

・児童の質問に答える形で、目が見えない生活の苦労や工夫、サポート

をするときのポイントなどの話を伺った。

５ 取組成果

課題

反省等

子供たちは、ブラインドサッカーという種目を知り、体験することで

目が見えない人でも、音やゴールキーパーの指示でスポーツを楽しめる

ことが分かり、楽しみながら集中して２時間取り組めた。またアイマス

クをして実践をすることで、目が見えない状態でスポーツをする大変さ

を実感し、ボールの音だけを頼りに俊敏に動いて華麗にプレイするブラ

インドサッカー選手のすごさに驚いていた。そして、自分もより上手に

プレイしてみたいという思いで活動できた。最後に子供たちの質問に丁

寧に答えていただくことで、目が見えない人が困っている場面に出会っ

たら、声を掛けてサポートしたいという思いを持つことができた。

７ 県教委への

要望や意見

スポーツを通して、障害のある方の苦労や努力を実感できる素晴らし

い機会なので、これからもこのような体験ができる機会を継続していた

だきたいです。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

＜コース＞

A クラブチーム選手及びスタッフ指導者派遣

B オリンピアン・パラリンピアン等講演会及び交流会


